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る 2018 年度は、受講生が 57 名と前年度受講生の 2
倍となり、授業の教育効果の観点から、2 つの講演
会を企画・開催した。
一つは、10 月 11 日（木）16：00-18：00、日本





一つは、10 月 20 日（土）13：00-15：00、日本女
























































































































































































































































































































































































































（ 2） 2018 年度前期「プロジェクト実践演習Ⅱ」の
講義計画（シラバス）より引用。
（ 3） 同上、参考。
（ 4） 『成瀬仁蔵著作集』第 3 巻、日本女子大学、
1981 年、p.148。 　
